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1 はじめに

インターネットの発展により，Webブラウジングは
一般化してきている．Webブラジングを行うシステム
としてWebブラウザがある．本論文はWebブラウザ
閲覧支援システムとして，Webブラウザの重要な機能
であるWebブックマークに注目し，3次元描画技術を
利用したWebブックマークの実装について述べる．

Webブラウザが保持するWebブックマークに関す
る情報は，WebページのタイトルとURLだけである．
WebブックマークはWebブラウザが保持している情
報をリスト形式で表示する．アクセス頻度が低いWeb
ページの場合，Webページの内容を忘れていることが
ある．Web ページの内容を忘れていれば，Web ブッ
クマークを編集する場合などに各Webページごとに
WWW へアクセスし，内容を確認しなければならな
い．本研究ではWebページの情報としてタイトルと
URLだけでなく，Webページ自体も画像として保持
する．3 次元描画技術を用いてWeb ページ自体の画
像を Book，Circle，及び Diceというレイアウト (2.2
節参照) に従って３次元空間へ配置する．Mountez[1]
はWebナビゲーションのためのWebブックマーク及
び閲覧履歴などの関係，内容をグラフにして表示する
BookMapというシステムを提案している．Kaasten[2]
らはWebブラウザのWebブックマークのリスト表示
の横にWebページを表示するシステムを提案してい
る．彼らはWebブラウザのユーザインターフェースに
着目し研究を行った．本研究でもユーザインターフェー
スに着目し，3次元描画技術を用いたWebブラウザ閲
覧支援システムを提案した．
本稿では，2章で本研究が提案するシステムについ
て，本システムの構成を示した後，３次元描画技術を
用いたWebブックマーク，本システムが提供する機能
について説明する．最後の章では本研究で試作したシ
ステムについてまとめる．
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図 1: システムの構成図

2 3次元描画技術によるWebブックマーク
2.1 システムの構成
本システムは，Webページ変換エージェント，デー

タ取得エージェント，リスト表示エージェント，及び
データベースで構成されている (図 1)．

Web ページ変換エージェントは，データベースに
WebブラウザのWebブックマークのデータがあると
認識すると，データペースからWebページのタイトル
とURLを取得し，WWWへWebページ取得の要求を
行う．Webページ変換エージェントは，取得したWeb
ページをWebページ変換エージェントが保持している
仮想のViewerに表示させる．仮想のViewerは，HTML
を解析しWebページ表示することができ，ユーザから
見ることができないViewerである．仮想のViewerに
表示されているWebページ自体を画像へ変換し，デー
タベースへ格納する．データ取得エージェントは，Web
ブラウザのWebブックマークの情報，または本システ
ムのデータベースから，情報を取得及び格納する．デー
タ取得エージェントは，得られたWebブックマーク及
び閲覧履歴のタイトル及び URLの情報をリスト表示
エージェントに送信する．リスト表示エージェントは，
はじめにデータ取得エージェントから送られたリスト
を基に，データベースへアクセスし，Webブックマー
ク及び閲覧履歴に登録されているWebページ自体の
画像を取得する．データベースには，データ取得エー
ジェントによって得られるWebブラウザのブックマー
ク及び閲覧履歴のデータ，とWebページ変換エージェ
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図 2: システムの実行例

ントによって得られるWebページ自体の画像を保持し
ている．データベースは，Webブラウザのデータ及び
Webページ自体の画像をXMLを用いて管理している．
2.2 3次元ブックマーク機構

3次元ブックマーク機構は，本システムが保持して
いるWeb ページ自体の画像を 3 次元表示する．図 2
は，Webブラウザと本システムを起動している実行例
である．Webブックマークを 3次元に表示することで，
Webページのデザインが一目で確認でき，Webページ
の内容を容易に把握できる．以上から，内容を調べる
ためにWWWへアクセスする必要がなくなり，Web
ブラウジング効率の向上につながる．

3次元表示のレイアウトにはBookレイアウト，Circle
レイアウト，及びDiceレイアウトがある．図 2に示し
た Bookレイアウトは，本のメタファを用いたレイア
ウトになっている．本のメタファは，ユーザにアルバ
ムをぱらぱらとめくりながら閲覧するように扱うこと
を可能とする．3次元空間の中心を原点として，円を
描くような Circle レイアウトがある．Web ページを
円を描くように配置しているレイアウトである．前面
には 3ページを配置しており，前面の中央に位置する
Webページが他のWebページに比べて最も見やすく
なっている．ダイスを基にするDiceレイアウトは立方
体である．ダイスレイアウトの特徴として各面をWeb
ページで構成している．
2.3 システムの機能
本システムには 3次元閲覧履歴表示機能，マーカー
機能，検索機能，及び先読み機能の 4つの機能がある．

3次元閲覧履歴表示機能は，Webブラウザの閲覧履
歴情報を 3次元空間へ表示させる．操作方法は，3次元
ブックマーク機構と同様である．閲覧履歴もWebブッ
クマークと同様にWebページをタイトルとURLのみ
のテキストによるリスト表示である．Webブックマー

クと同様な 3次元表示させることにより，どんなWeb
ページであるのか把握することが可能である．
マーカー機能はWebブックマークのWebページ上

へマーカーを貼付けることを可能とする．マーカーを貼
付けることで，Webブックマークを参照する際にWeb
ページの内容を把握することの一助になる．
先読み機能では，Webブックマークの検索機能を提

供する．WebブラウザにもWebブックマークに登録さ
れているWebページの検索機能はある．しかし，Web
ブラウザが検索する範囲はWebページのタイトルも
しくはURLのみである．本システムではWebページ
自体から検索することで，ユーザが求めるWebページ
を検索するための時間が大幅に短縮する．
本システムのWebページ変換エージェントを用いる

ことで，未閲覧のWebページを予め読み込んでおく先
読み機能を可能とする．WebページのリンクはWeb
ページ自体に依存している．つまり，リンク先がどの
ようなものか必ずしも分かり易く示しているとは限ら
ない．本機能を用いることでリンク先のWebページの
デザインを確認できるため，リンク先のWebページを
閲覧する判断基準に用いることができる．

3 おわりに
本研究では，Webブックマークに３次元描画技術を

用いたシステムの試作を行い，ユーザの効率的なWeb
ブラウジングを支援した．本システムの特長として，次
の 2点が挙げられる．第 1に，Webブックマークを 3
次元空間に様々なレイアウトを用いて確認することが
できる．Webブックマークを見ることでWebページが
確認できるため，Webページを確認するためにWWW
へアクセスする必要がなくなり，Webブラウジング効
率が向上する．第 2点として，マーカー機能，検索機
能，先読み機能などの機能を利用することにより，Web
ブラウジングを効率よく行うことができる．また，先
の特長と組み合わせることにより，より一層ユーザの
Webブラウジングを支援することが可能である．
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